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金星夜面雲頂高度の度温度分布に見られる特徴
Characteristic features seen in a temperature distribution at nightside cloud top of Venus
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あかつき搭載中間赤外線カメラ (Longwave Infrared Camera:LIR)は世界で初めて金星夜面全体の撮像に成功した。LIR
は濃硫酸の雲から放射される赤外線を可視化する。得られた放射強度を温度に変換することで雲頂の温度分布をみるこ
とができる。
今回、金星夜面雲頂の温度分布に見られる特徴をまとめた。過去に観測がある位置では温度の比較もおこなった。主

な特徴は、極域やポラーカラーにみられる大きなスケールでの低温構造、金星ディスク全体で視線方向の違いで見られ
るリムダークニング、高緯度から低緯度に見られる帯状構造、さらに小さなスケールでの温度構造である。
リムダークニングの解析をすすめることで雲の光学的厚さの高度分布を導出することができる。
今回 LIR によって得られたデータは、夜側での雲頂高度付近の大気ダイナミクスや雲生成化学の理論研究に制約を与

える。
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